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清心女子高等学校 SS 課題研究基礎（第８回） 
 

レポート作成に向けて 
 

１．レポートとは何か 
 

①小論文、レポート、論文の違い 

 
つまり、 

・レポート…（                     ）文章 
・論   文 …（                     ）文章 

※小論文、レポートは論文の練習！ 
 

②論文の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

石黒圭(2012)『論文・レポートの基本』日本実業出版，p.17 
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２．調べる―先行研究 
 

①「巨人の肩に立つ」 
 
人は巨人に比べると遠くを見渡すことはできませんが、巨人の肩の上

に乗れば巨人よりほんの少し遠くを視界に入れることができるように
なります。 

自分の研究がどのような先人たちの積み重ねの上に成り立っている
のか、そのルーツを（     ）にきちんと明らかにすることが、学
問に関わる者が守るべき（     ）です。 
 
 
②先行研究を引用する意味 
 
 先行研究を引用する意味は、自分の研究が、それまでの研究の流れの
中でどのような（    ）を占め、そこにどのような（       ）
があるかを示すことです。 

 
 

③インターネットによる検索の活用法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石黒圭(2012)『論文・レポートの基本』日本実業出版，p.35 

 
 

※やってはいけないこと 
 

※Wikipedia について 
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※Google Scholar での便利な検索方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
東京大学情報システム部情報基盤科学術情報チーム HP 内「Google Scholar 活用法」 

（https://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/manual/guidance13_gs.pdf） 
＜2019 年 6 月 16 日 閲覧＞ 

 
 

④出版物のレベル 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

石黒圭(2012)『論文・レポートの基本』日本実業出版，p.37 

 
 

○？『広辞苑』や『大辞林』などの国語辞典や英和・和英辞典は参考文献
として挙げることができません。なぜでしょうか。 
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④引用の仕方 

・（      ）の場合 
引用元の文献に書かれた文章をそのまま本文に転記して言及する

のが直接引用です。 
引用文が原文のままであるということを示すため、引用文を引用符

と呼ばれる記号で囲みます。引用符は和文であれば     、欧文
であれば      をそれぞれ用います。 

本論と関係ない箇所を省略する場合は、     と記します。 
 
・（      ）の場合 

引用元の文献中に書かれていることを、書き手が加工して言及する
のが間接引用です。 

参照、要約、敷衍（    ）に分類することができます。 
 

・引用元の書き方 
学会、雑誌、分野、人によって様々な書き方があります。 

 
 
（例１）書籍からの引用の場合 
 
・木下 1981：木下是雄『理科系の作文技術』 
 
中央公論社(1981) 
 
 
＊次のような書き方をすることもあります。 
 
・石黒圭(2012)『論文・レポートの基本』 

日本実業出版 
 

 

 

 
 
 
 
 
（例２）論文からの引用の場合 
 
・山下直(2003) 

「接続助詞『が』の機能分析―文法学習の観点から」 
 
人文科教育研究，pp60-79 

 
 
＜本日のまとめ＞ 

論文作成においては、先行研究を正しく引用し、自身の研究に役立て
るべきだ。 

【振り返り】 
項目 自己評価 

□レポートとは何かを理
解した。 A・B・C・D 

□先行研究とは何かを知
った。 A・B・C・D 

□先行研究の検索方法を
知った。 A・B・C・D 

□自分で先行研究を検索
できるようになった。 A・B・C・D 

□先行研究の引用方法に
ついて知った。 A・B・C・D 

【観点】 
A…非常に躍進した 
B…とても力がついた 
C…以前より力がついた 
D…さほど大差ない（実感がない）。 


